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価値創造
メカニズム

【参考】経営デザインシートの概要

これまでから
これからへ
移行の戦略

企業理念/
事業コンセプト

これまでの

環境変化に耐え抜き持続的成長をするために、自社や事業の(A)
存在意義を意識した上で、(B) 「これまで」を把握し、(C) 長期的な視点で「これから」
の在りたい姿を構想する。(D) それに向けて今から何をすべきか戦略を策定するツール。

100文字でいうと

(A)

(B)

(D)

ここが
重要!

ひとことでいうと 将来を構想するための思考補助ツール (フレームワーク)

価値創造
メカニズム

これからの
(C)

※知財の価値評価検討タスクフォースの成果物として公表（2018年５月）
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各組織における活用（１月以降の公表）

新規事業を着想するツールとしての活用（株式会社ジンズ）
自社の強みを再定義するツールとしての活用（株式会社ウフル）
事業承継の対話ツールとしての活用（株式会社コプロス）

経営デザインシート活用セミナー（２月２８日）にて紹介・４月公表予定

【企業における活用】

【団体における活用】

金融機関による取引先企業への経営支援において活用（きらぼし銀行）

業界の方向性を打ち出すために活用・人材育成のために活用
（日本ケーブルテレビ連盟）

自組織の将来構想のために活用
（Future Center Alliance Japan）

【企業支援者による活用】

→ 長野県信用組合・３月中に公表予定
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普及啓発に向けた取組（１）

◆経営デザインシート活用セミナー（２月）
～これからの経営・価値を生み出すしくみのデザイン～

◆経営デザインシート簡易版公表（１月）
• セミナーで紹介・ワークショップで活用

• ①基調講演、②事例紹介、③講演・ワーク、④パネル
ディスカッション

• 企業（大企業・中小企業・スタートアップ）の経営層・
経営企画部門・新規事業部門の方や企業支援者など150
名以上が参加
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普及啓発に向けた取組（２）
◆経営デザインシートのロゴマーク作成

◆経営デザインシートの事例公表

◆経営デザインシート作成のためのテキスト公表
（４月予定）

「経営をデザインする」HPにて、
シートの活用例及びシートの実例（９事例）を公表済み
➡４月中にさらに１０事例程度公表予定

入門編及び応用編を公表予定

（中略）

デザイン：施井 泰平 氏（スタートバーン株式会社代表取締役）

 経営デザインシートで
未来が描き出されていくイメージを、
樹木からから萌え出る若葉とし、
デザインを描く羽ペンとキャンバスとして表現

 これからの経営がこれまでのもの以上に明るく
なるイメージで、若葉の色は左から右へ明るく
なるようグラデーション

 経営デザインシートは価値（Value）をデザイ
ンするツールであることから、”V”の字を全体
構図のモチーフとした
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経営デザインシートの広がり

共創の場

企業支援者

学びの場 経営支援

団体

大学・ビジネススクール

金融機関

デザイン関係

中堅企業 中小企業大企業
経営の将来構想新事業の構想

デザインイン人材育成

事業承継

生産性向上

マッチング経営人材育成

アワード

経営人材育成

統合報告書
の作成

省庁
中企庁 特許庁経産省金融庁

企業支援者

経営支援

メディア

自治体

地域振興

オープンイノベーション

経営コンサル

公認会計士

人材コンサル
中小企業
診断士

弁理士

行政書士

税理士

経済団体 業界団体
公益財団
法人 など

など

など

アワード
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経営デザインシート普及の将来構想（１）

③民間における活用

2018/05 2020/04 2022/042019/04 2021/04 2023/04

① 政府による普及啓発
【着手済み】
◆金融庁、経済産業省、特許庁、中小企業庁と連携し、普及啓発
◆経営デザインシートの簡易版作成（2019年1月）と活用
◆経営デザインシート活用セミナーの開催（2019年2月28日）
◆経営デザインシートの作成事例の収集（随時・2019年４月末までに20事例程度公表予定）

【今後の取組予定】
◆経営デザインシートの学生限定デザインコンペの開催（2019年４月以降募集開始）
◆知財のビジネス価値評価検討タスクフォースの開催（次回2019年４月26日）
◆経営デザインシートのファン・ネットワークの組織化
◆経営デザインシートの作成補助ツールの開発（アプリ開発等）

②既存の仕組みとの連携

6

①政府による普及啓発経
営
デ
ザ
イ
ン

シ―

ト
公
表
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② 既存の仕組みとの連携／③民間における活用の方向性
【企業における活用】

◆経営ストーリー・事業構成の構想
◆自社の強みの再認識
◆取締役会における社内取締役と社外取締役の対話
◆事業承継の対話
◆新規事業の構想
◆社内・社外（金融機関，投資家等）との対話
◆他者との連携促進（オープン・イノベーションの促進）
◆人材の育成（経営マインドの醸成）
◆採用における自己PR（エントリーシート等としての活用）

【企業支援における活用】
◆金融機関における本業支援・事業性評価等
◆ビジネスマッチング
◆公的支援（補助金等）における支援側と被支援者側との対話

【大学等における活用】
◆資格試験の学習用の教材
◆大学・ビジネススクールにおけるビジネスプランニング演習の教材

【その他の活用】
◆自治体等における地域振興のプランニング
◆各種表彰制度の審査書類等
◆自組織の将来構想

経営デザインシート普及の将来構想（２）
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